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R
 リ 　 オ 　 ラ  

e:Olaレター　地域振興課女性活躍推進係　☎内線447
みのかも女性活躍支援センター「リオラ」の旬な話題をお届けします。

■人にも環境にもにやさしい「ソラフラワー」
　「ソラフラワー」をご存じですか。タイ原産のソ
ラの木の皮を使ってつくる造花で、吸水性に優れ、
アロマオイルを吸収させて香りを楽しむこともで
きます。環境にも優しく、サスティナブル（持続可能）
な創作花ともいわれ、今、世界中で取り組まれて
いるS

エス

D
ディー

G
ジー

s
ズ

（持続可能な開発目標）の視点からも
注目されています。
　C

カ ミ ー ノ

aminho S
ス タ デ ィ

tudy R
ル ー ム

oomでは、話題のソラフラ
ワーを取り入れ、11月28日㊐にみのかも文化の
森で「アロマ香るソラフラワーのクリスマスアレ
ンジメント」講座を開催します。SDGsを意識し

たハンドメイドで、優しく華やかに彩られたクリ
スマスを迎えてみてはいかがでしょうか。
　詳しくは本号16ページをご覧ください。
■ Re:Ola会員を募集しています
　メールでRe:Olaの講座やセミナー、イベント
情報を先行して受け取れる「Re:Ola会員」を募集
しています。登録や会費は無料です。会員登録は
カミーノホームページ（https://caminho-minokamo.
com）からできます。

※�右のQRコードからも
登録できます

　
古
井
村（
現
在
の
古
井
町
）は
、
明

治
年
間
よ
り
養
蚕
業
が
盛
ん
で
、
大

正
７（
１
９
１
８
）年
に
そ
れ
ま
で

あ
っ
た
蚕さ

ん

栄え
い

製せ
い

糸し

が
、
郡ぐ

ん

是ぜ

製
糸
美

濃
工
場
と
し
て
合
併
さ
れ
、
事
業
が

拡
大
さ
れ
る
と
、
村
へ
移
り
住
む

人
々
が
増
加
し
て
い
ま
し
た
。

　
古
井
・
森
山
地
区
は
、
高
山
方
面

や
八
百
津
方
面
へ
分
岐
す
る
交
通
の

要
衝
地
と
し
て
栄
え
て
い
ま
し
た

が
、
大
正
11（
１
９
２
２
）年
の
高
山

本
線
古
井
駅
の
開
業
を
契
機
に
、
さ

ら
に
発
展
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
古
井
駅
開
業
後
は
、
駅
周
辺
に
一

気
に
商
店
街
が
形
づ
く
ら
れ
、
古
井

村
全
体
の
人
口
も
増
え
た
こ
と
か

ら
、
大
正
13（
１
９
２
４
）年
に
町
制

を
施
行
し
、古
井
町
と
な
り
ま
し
た
。

　
古
井
駅
の
建
設
は
当
初
建
設
計
画

に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地
元
住

民
の
強
い
要
望
に
よ
り
開
業
が
実
現

し
ま
し
た
。
開
業
の
日
は
、
下
の
写

真
の
よ
う
に
全
村
を
挙
げ
て
祝
賀
行

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
以
前
は
古
井

遊
船
組
合
が
ラ
イ
ン
下
り
事
業
を

行
っ
て
お
り
、
森
山
に
は
料
理
旅
館

な
ど
も
営
業
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た

小
山
観
音
の
初は

つ

午う
ま

祭
の
時
に
は
美
濃

太
田
ー
白
川
間
を
臨
時
列
車
が
走

り
、
駅
か
ら
の
人
波
が
あ
ふ
れ
る
よ

う
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
開
業
当
時
に
植
え
ら
れ
た
と
い
う

夫
婦
松
は
伐
採
さ
れ
、
２
０
１
８
年

に
旧
駅
舎
も
取
り
壊
さ
れ
、
現
在
は

無
人
駅
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑤ 

古
井
駅
の
開
業

▲古井駅の開業（大正11年）

鉄道のまち -美濃太田駅開業100年-　文化の森　☎28−1110
今年で美濃太田駅は開業100年。「鉄道のまち」の歴史の一部を紹介していきます。

文
化
の
森
企
画
展「
鉄
道
の
ま
ち
」展

（
12
月
18
日
～
３
月
６
日
）を
開
催

▲会員登録
　フォーム

▲カミーノ
　ホームページ
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みのかも里山日記帳　農林課里山再生係　☎内線331
市が進める「里山千年構想」に関する話題をお届けします。

リバーポートパーク美濃加茂自然体験記  土木課都市施設係  ☎内線402
リバーポートパーク美濃加茂の自然体験プログラムやイベント情報を発信していきます。

　美濃加茂市で千年前から作られてきた「堂上蜂
屋柿」は、この地の気候風土に育まれ、伝統的な
技法で受け継がれてきた干し柿の極上品。言わず
と知れた美濃加茂を代表する特産品です。
　11月中旬以降、市内蜂屋地区一帯では、柿の収
穫と干し柿作りが始まります。この時期になると、
生産者の皆さんの庭先で、柿をすだれのように干
し台につるし、天日干しをする風景は美濃加茂の
冬の風物詩であり、未来に残したい風景です。
　市内にある和菓子屋さんでは、堂上蜂屋柿を和
菓子の加工品として取り扱うことはもちろんのこ
と、高級チョコレートをまとわせてモダンな和ス

イーツにするなど、新しい表現で楽しむ方法も広
がっています。
　当パークでは、堂上蜂屋柿を広く多くの人に
知ってもらおうと、自然体験講座「堂上蜂屋柿づ
くり」を開催しています。これは、堂上蜂屋柿の
生産者さんをお迎えして、柿むき体験や硫

い

黄
お う

薫
く ん

蒸
じょう

を行い、干し柿作りの手順をレクチャーしても
らうものです。その後、自宅で実際に干していた
だくのですが、40日間愛情込めて育てて完成し
た干し柿の味はひとしおです。
　堂上蜂屋柿の味や技術を、未来に残したい美濃
加茂の宝物だと感じていただけると思います。

　
日
増
し
に
秋
が
深
ま
り
、
里
山
に

住
む
動
物
た
ち
も
迫
り
く
る
冬
に
備

え
栄
養
を
蓄
え
よ
う
と
、
動
き
が
活

発
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
中
で
、

農
家
の
人
た
ち
が
大
事
に
育
て
て
き

た
お
米
や
野
菜
を
食
べ
て
し
ま
う
、

い
わ
ゆ
る「
有
害
鳥
獣
」と
呼
ば
れ
る

動
物
た
ち
も
存
在
し
ま
す
。

　
そ
ん
な
有
害
鳥
獣
と
人
間
と
を
住

み
分
け
る
た
め
、
地
域
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
対
策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
１
つ
目
は
動
物
が
隠
れ
る
場

所
を
無
く
す
こ
と
。
人
の
住
む
地
域

の
近
く
に
動
物
が
隠
れ
ら
れ
る
草
む

ら
や
竹
や
ぶ
な
ど
が
あ
る
と
、
動
物

た
ち
が
そ
こ
に
住
み
着
き
、
近
く
の

畑
や
田
ん
ぼ
な
ど
を
荒
ら
し
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
農
地
近
辺
の

里
山
林
の
林
縁
付
近
を
整
備
し
、
維

持
管
理
し
て
い
く
こ
と
で
、
有
害
鳥

獣
が
農
地
に
寄
り
付
き
に
く
い
環
境

を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
２
つ
目
は
農
地
へ
の
侵
入
を
物
理

的
に
防
ぐ
た
め
の
柵
を
設
置
す
る
こ

と
。
個
人
単
位
で
対
策
を
行
う
た
め

の
電
気
柵
や
、
集
落
全
域
で
侵
入
を

防
ぐ
た
め
に
ネ
ッ
ト
柵
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
も
地
域
の
人
が
主

体
的
に
行
っ
て
お
り
、
市
で
は
活
動

を
支
援
す
る
た
め
、
柵
の
購
入
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
３
つ
目
は
増
え
す
ぎ
て
し
ま
っ
た

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を
行
う
こ
と
。
個

体
数
を
減
ら
す
た
め
に
猟
友
会
の
人

た
ち
が
被
害
の
あ
っ
た
地
域
で
罠
を

設
置
し
、
捕
獲
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
野
生
動
物
と
住
み
分
け
を
し
て
い

く
た
め
に
は
、
適
切
な
管
理
を
行
う

必
要
が
あ
り
、
一
筋
縄
で
は
い
き
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ

ん
と
協
力
し
な
が
ら
対
策
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

野
生
鳥
獣
の
保
護
管
理
に
つ
い
て

▲地域で設置したネット柵


